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平成 24 年８月 14 日 

各 位 

会社名 株式会社ハピネス・アンド・ディ 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード３１７４） 

代表者名 代表取締役社長   田 泰夫 
問合せ先 取締役経営企画室長 追川正義 
電話番号 ０３－３５６２－７５２５ 

 

配当予想の修正（ＪＡＳＤＡＱ上場記念配当）および 
株主優待制度の導入に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年８月 14 日開催の取締役会において、平成 24 年８月期の１株当たり配当予想

の修正および株主優待制度の導入について、下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

記 
１．配当予想の修正（ＪＡＳＤＡＱ上場記念配当）について 
（１）配当予想修正の理由 

当社は、平成 24 年６月 22 日に大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱに上場いたしました。これ

もひとえに、株主各位をはじめ関係皆様方の温かいご支援の賜物と心から深く感謝申し上

げます。 

つきましては、株主各位に感謝の意を表するため、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱへの上

場を記念し、１株当たり５円の記念配当を実施させて頂くことといたしました。 

この結果、平成 24 年８月期の１株当たり期末配当金は、普通配当 20 円とあわせて、25

円となる見込みであります。なお、本件につきましては、平成 24 年 11 月開催予定の第 22

期定時株主総会に付議する予定であります。 

 

（２）修正の内容 

 １株当たり配当金 

基準日 
第１ 

四半期末 

第２ 

四半期末

第３ 

四半期末
期末 年間 

前回予想 

（平成 24年 6月 22日発表） 

  
20 円 00 銭 20 円 00 銭

今回修正予想 

  

 

25 円 00 銭 

（普通配当 20 円 00 銭） 

（記念配当 5 円 00 銭） 

25 円 00 銭

（普通配当 20 円 00 銭）

（記念配当 5 円 00 銭）

当期実績  0 円 00 銭    

前期実績（平成23年8月期） 
 

0 円 00 銭
2,000 円 00 銭 

（10 円 00 銭） 

2,000 円 00 銭

（10 円 00 銭）

(注)平成 24 年 2 月 14 日付で１株につき 200 株の株式分割を行っております。 

そこで、当該分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を（ ）内に記載しております。 
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２．株主優待制度の導入について 

（１）目 的 
   株主の皆様の日頃のご支援にお応えするとともに、当社株式への投資魅力を高め、中長

期に当社株式を保有していただける株主様の増加促進を図ることを目的とするものです。 
 
（２）対象となる株主様 
   平成 24 年８月 31 日現在の株主名簿に記載または記録された 1 単元（100 株）以上ご所

有の株主様全員を対象といたします。 

 

（３）優待の内容 

   ①贈呈する優待品 

     オレンジリボンネックレス （株主様 1 名につき１個） 
 

※オレンジリボンとは？ 

NPO 法人児童虐待防止全国ネットワークが児童虐待防止のシンボルとして「オレンジリボン運動」を行っ

ています。 

（ご参考）http://www.orangeribbon.jp/index.php 

 

当社は、おもいやりの心をもって広く家族、友人、地域社会に「信頼とふれあいの

輪」を広げていくことを経営理念に掲げています。当社は、この経営理念を具現化す

る活動の１つとして、平成 23 年秋、児童虐待防止のための「オレンジリボン運動」に

取り組むことを決め、オレンジリボンネックレスを同ＮＰＯ法人と連携して活動支援

商品として開発しました。 

以来、当社はその売上げの 20％を同ＮＰＯ法人事務局へ寄付する等、全国 44 店舗で

「一企業市民」として、この社会貢献活動に鋭意取り組んでおります。 

 
         
                           
         
         
         
                       

           
   ②優待品発送時期 
     平成 24 年 10 月中旬予定 

 
（４）今後の株主優待制度について 
   今回の株主優待につきましては、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱへの上場を記念して、新

しい株主の皆様に感謝の気持ちをこめて、特別株主優待として実施するものです。今後の

株主優待につきましては、制度導入の目的を踏まえて、内容等を再度検討していく考えで

ございます。 
 

以上 

 


